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○概況

りそなホールディングス 市場企画部

1月鉱工業生産、前月比▲0.6%と市場予想を下回った
製造業は減少。耐久財が減少し、非耐久財は変わらず
設備稼働率は前月から低下

 1月鉱工業生産は前月比▲0.6％と市場予想(+0.1％)を下回った(12月
+0.1％)。製造業(12月+0.8％→1月▲0.9％)は減少に転じ、鉱業(+1.5％
→+0.1％)は12ヶ月連続の増加、公益事業(▲6.9％→+0.4％)は増加に転じ
た。

 製造業は耐久財業種の生産が▲1.7％(12月+1.2％)、非耐久財業種は
±0.0％(12月+0.5％)。耐久財、特に自動車部門の減産が目立つ内容。

 設備稼働率は鉱工業全体で78.2％と前月(78.8％)から低下。これは1972年
－2017年の長期平均を1.6％ポイント下回る水準。内訳をみると、製造業(12
月76.5％→1月75.8％)、鉱業(95.3％→94.8％)は低下、公益事業
(75.2％→75.4％)は上昇。

【鉱工業生産指数と設備稼働率の推移】2012年＝100

【鉱工業生産 内訳(前月比)】

【ハイテク、自動車・同部品、油田・ガス掘削の推移】2012年＝100

（米国1月鉱工業生産）

出所：Bloomberg
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— 自動車・同部品 — 油田・ガス採掘 — ハイテク関連

（％） 18/8月 18/9月 18/10月 18/11月 18/12月 19/1月

鉱工業生産 ＋0.9 ＋0.2 ＋0.3 ＋0.6 ＋0.1 ▲0.6

製造業 ＋0.5 ＋0.2 ▲0.1 ＋0.3 ＋0.8 ▲0.9

耐久財 ＋1.4 ＋0.6 ▲0.2 ＋0.6 ＋1.2 ▲1.7

うち 自動車・同部品 ＋3.9 ＋2.2 ▲2.7 ＋0.9 ＋4.3 ▲8.8

うち 機械 ＋3.1 ＋0.5 ＋0.5 ＋1.3 ▲1.1 ▲0.5

うち 電算機・電子機器 ±0.0 ▲0.1 ▲0.3 ＋0.2 ＋1.7 ▲1.4

非耐久財 ▲0.4 ▲0.2 ▲0.1 ±0.0 ＋0.5 ±0.0

鉱業 ＋2.2 ＋0.9 ＋0.2 ＋1.0 ＋1.5 ＋0.1

公益事業 ＋1.1 ▲1.3 ＋3.4 ＋2.2 ▲6.9 ＋0.4

電力 ＋1.4 ▲1.8 ＋0.9 ＋1.8 ▲4.5 ▲0.5

天然ガス ▲0.8 ＋2.2 ＋19.3 ＋4.5 ▲19.0 ＋6.0

設備稼働率 78.5 78.5 78.6 78.9 78.8 78.2

製造業 76.0 76.1 75.9 76.0 76.5 75.8

鉱業 93.9 94.2 93.9 94.4 95.3 94.8

公益事業 78.0 76.9 79.3 80.9 75.2 75.4


